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禅の言葉に「啐啄同時」というものがあります。「啐」は、卵の中の雛鳥が「もうすぐ

生まれるよ」と殻の内側からコツコツとつつくことを表します。「啄」とは、そんな卵の

変化に気付いた親鳥が「ここから出てきなさい」と外側から殻をコツコツとつつくことを

表しています。この「啐」と「啄」によって卵の殻が割れて中から雛鳥が誕生するのです。 

このことは学びの場においても当てはまることです。子供たちは常に「新しいことを学

びたい」という意欲を持っています。一方教師も「学習内容を理解してもらいたい」と授

業の準備に努力しています。この両方の気持ちが一致したとき、学びが成立し、子どもも

教師も充実感あふれる授業が展開されるのだと考えます。このような授業を行うためには、

ポイントが２つあります。 

一つ目は、子供たちが意欲を持って取り組む授業をつくることです。体験的な活動など

を取り入れ、子供たちのやる気を育てる授業づくりに全教職員で取り組んでまいります。 

二つ目は、基本的な生活習慣を確立し、子供たちの心身が

ベストの状態で授業に臨むことです。「早寝、早起き、朝ご

はん、あいさつ等」を実践し、学習するためのコンディショ

ンを整えていくことが大切です。 

「啐啄同時」の気持ちで子供たちをよりよく導けるよう、

学校・家庭・地域が一体となって子どもを育てる環境を整え

ていきたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 １日 24 時間、これは誰にでも平等に与えられているものですが、その使い方は様々で
す。登校の準備をする時間、学校で勉強をする時間、食事やお風呂の時間、睡眠の時間…。
どれも削ることのできない大切な時間です。でも、意外に何もしていない時間が結構ある

のです。こんなすき間の時間を効率的に活用し、自分のための時間も確保したいものです。 
 例えば、食事までの 30 分間、お風呂に入るまでの１５分間、どんな過ごし方をしてい
ますか。テレビを見たり、ゲームをしたりして時間を費やしてはいないでしょうか。短い
時間ではありますが、読書をしたり宿題をしたりすることもできるはずです。短い時間だ
からこそ、集中して取り組めます。「塵も積もれば山とな
る」、すき間の時間の取り組みが学習時間の確保につなが
り、時間の有効活用が図れると思います。 
 ４月 23 日は「子ども読書の日」でした。平成１３年１２
月「子どもの読書活動の推進に関する法律」が制定され、
４月２３日が「子ども読書の日」と定められています。 
すき間の時間をうまく活用して、学習や読書に取り組ん

でみてはいかがでしょうか。 

《学校教育目標》 

・かしこく 
・やさしく 
・たくましく 
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４／８ 入学式       ４／１３ 避難訓練      ４／１５ 体育朝会 

 

 

 

 

 

  

４／１９ 全国学力調査   ４／２０ 狭山ヶ丘中挨拶運動   ４／２２ １年生を迎える会 

 

みんなとなかよく あそぼう 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の行事から 

５月の生活目標 

 

 

 宮前小学校では、環境保全や資源の節約等の観点からペーパー 

レス化を進めております。学校だよりを始めとするお便りやお知ら 

せは、宮前小ホームページや健康観察アプリ「リーバー」により 

配信しております。定期的にご確認いただき、ご協力をお願いい 

たします。 

  また、宮前小ホームページに「子育てかわら版」を新設しま 

 した。子育てに関する情報を様々な観点から取り上げて、ご紹 

介していきたいと思います。ぜひ、ご覧いただければと思いま

す。 
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